
　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
啓
発
や
、
差
別
・
い
じ
め
・
虐
待

な
ど
に
関
す
る
人
権
相
談
・
人
権
救
済
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
26
日
㈪
に
開
か
れ
た
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、
本
市

人
権
擁
護
委
員
の
多
年
に
わ
た
る
人
権
擁

護
活
動
の
功
績
に
よ
る
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
吉
本
光
男
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
人
権
男
女
共
同
参
画
課
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本
市
の
人
権
擁
護
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
医
療
機
関
の
診
察
で
処
方
さ
れ
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

に
切
り
替
え
る
と
、
医
薬
品
に
か
か
る
費

用
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者

全
体
で
負
担
し
て
い
る
健
康
保
険
の
医
療

費
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し
た
「
先
発

医
薬
品
」
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ

有
効
成
分
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。

※
使
用
さ
れ
て
い
る
添
加
物
な
ど
は
、
先

発
医
薬
品
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
案
内
を
送
っ
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
替
え
る
と
薬
代
が

大
幅
に
安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
、

切
り
替
え
の
案
内
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
安
く
な
る
か
、
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
希
望
す
る
と
き
は

　
医
師・薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
は
資
格
確

認
書
や
お
薬
手
帳
な
ど
に
貼
っ
て
使
う
希

望
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
症
状
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
は

切
り
替
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
医
師
・
薬
剤
師
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
希
望
シ
ー
ル
は
、
７

月
に
送
付
す
る
資
格
確
認
書
や
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

※
希
望
シ
ー
ル
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
貼
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

整
（
接
）
骨
院
で
健
康
保
険
を
使
っ
て
柔

道
整
復
師
に
よ
る
施
術
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す

　
整
（
接
）
骨
院
で
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲

及
び
捻
挫
（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含

む
。）
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
保
険
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
骨
折
お
よ
び

脱
臼
に
つ
い
て
は
、緊
急
の
場
合
を
除
き
、

あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
負
傷
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

健
康
保
険
が
使
え
ず
、
全
額
自
己
負
担
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
と
き

は
、
負
傷
の
原
因
を
正
確
に
伝
え
、
健
康

保
険
が
使
え
る
か
を
事
前
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

し
ま
せ
ん
か

●
署
名
が
必
要
で
す

　
柔
道
整
復
で
は
、
健
康
保
険
が
負
担
す

る
施
術
料
（
自
己
負
担
が
３
割
の
場
合
は

残
り
の
７
割
）
を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て

施
術
所
が
保
険
者
へ
請
求
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
施
術
を

受
け
た
と
き
は
、「
柔
道
整
復
施
術
療
養

費
支
給
申
請
書
」
の
内
容
に
間
違
い
な
い

か
を
よ
く
確
認
し
、
受
取
代
理
人
へ
の
委

任
の
欄
に
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
受
診
内
容
調
査
の
た
め
、
文
書
な
ど
に

よ
り
負
傷
原
因
や
施
術
年
月
日
、
施
術
内

容
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当
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◆急性などの外傷性の骨折・脱臼・
打撲・捻挫（いわゆる肉ばなれを
含む。）で、内科的原因による疾患
ではないもの（骨折・脱臼は医師
の同意が必要（応急手当を除く））
◆骨・筋肉・関節のけがや痛みで、
負傷の原因（いつ、どこで、どう
して負傷したか）がはっきりして
いるもの

健康保険の対象になるもの

♦単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労
♦神経痛・リウマチなどの病気による痛みやこり
♦脳疾患後遺症などの慢性病
♦症状の改善がみられない長期の施術
♦医療機関（病院・診療所など）で治療を受けている負傷
♦労災保険が適用となる仕事中や通勤途中での負傷

健康保険の対象にならないもの
（全額自己負担）

　
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
、
手
足
口
病
、
咽
頭

結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）
は
子
ど
も
の
三
大

夏
か
ぜ
と
呼
ば
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
感

染
症
で
す
。
６
月
頃
か
ら
患
者
数
が
増
え

始
め
、
７
〜
８
月
に
流
行
が
ピ
ー
ク
と
な

り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
最
近
は
、Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
夏

に
流
行
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
な
感
染
対
策
を
心
が
け
る
と
と

も
に
、
症
状
が
あ
る
時
は
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
の
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
発
熱
と
喉
の
痛
み

が
主
な
症
状
で
、
乳
幼
児
に
多
い
感
染

症
で
す
。
合
併
症
と
し
て
、
熱
性
け
い

れ
ん
、
乳
児
で
は
脱
水
症
、
ま
れ
で
す

が
幼
児
で
は
髄
膜
炎
や
心
筋
炎
な
ど
に

注
意
が
必
要
で
す
。
発
症
後
４
週
間
頃

ま
で
は
、
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ

れ
る
た
め
、
お
む
つ
交
換
後
は
し
っ
か

り
手
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
足
口
病
　
口
の
中
や
、
手
足
な
ど
に

水
疱
性
の
発
し
ん
が
出
る
感
染
症
で

す
。
子
ど
も
を
中
心
に
感
染
し
、
多

く
が
数
日
間
の
う
ち
に
改
善
し
ま
す

が
、
ま
れ
に
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）
発
熱
、
喉

の
痛
み
、
結
膜
炎
と
い
っ
た
症
状
が
数

日
続
く
、子
ど
も
に
多
い
感
染
症
で
す
。

感
染
者
が
使
っ
た
タ
オ
ル
に
ウ
イ
ル
ス

を
含
ん
だ
目
や
に
、
唾
液
、
鼻
水
が
付

着
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
タ
オ

ル
の
共
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　
発
熱
、
咳
、

鼻
水
な
ど
の
か
ぜ
に
似
た
症
状
が
数

日
続
き
ま
す
。
多
く
は
軽
症
で
す
み

ま
す
が
、生
後
６
カ
月
以
内
の
乳
児
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
幼
児
や
高
齢
者
が

か
か
る
と
重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
以

来
、
毎
年
、
夏
に
流
行
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
感
染
予
防
を

心
が
け
、
自
分
や
周
囲
へ
の
感
染
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
感
染
対
策

◇
手
洗
い
　

◇
マ
ス
ク
着
用
を
含
む
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

◇
換
気
　
　

※
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
で
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
課
感
染
症
対
策
担
当
（
す
こ
や

か
交
流
プ
ラ
ザ
内
）
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夏
に
多
い
感
染
症
に

注
意
を
！

特
定
外
来
生
物

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
に

注
意

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ

　
木
や
ビ
ル
の
高
い
位
置
に
在
来
種
の
ス

ズ
メ
バ
チ
よ
り
大
き
な
巣
を
つ
く
り
ま

す
。
在
来
種
以
上
の
人
へ
の
影
響
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
発
見
し
た
ら
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
九
州
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（
福

岡
県
内
で
は
、
北
九
州
市
・
福
岡
市
・
久

山
町
）。
駆
除
は
、
害
虫
駆
除
業
者
な
ど

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
と
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
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